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産
業
構
造
変
化
と

労

働
集
約
品

貿
易

一

問
題
の

構

造
的

把

握

一

九
五

〇

年
代

末
か

ら
一

九

七

三

年
ま
で

の

日

本

経

済
の

高
度

成

長
は

､

生

産
､

雇
用

､

貿
易

､

対

外

投

資
の

大

幅
な

構
造

変
化

を

伴
な
っ

た
｡

本

稿
は

こ

の

構
造

変
化
を

ノ
ー

つ

の

重

要
な

側
面

､

労
働
集
約
的
工

業
品
輸

入

の

増
加

趨
勢
に

焦
点

を
し

ぼ

っ

て

分
析

(

1
)

し

ょ

う
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

エ

業
晶
は

か

つ

て

は

日

本
の

主

導
的

輸
出
品
で

あ
っ

た

が
､

労

働
過

剰
経
済
か

ら
不

足
経

済
へ

の

移
行
と

と

も
に

､

こ

れ

ら
の

工

業
品
で

の

比

較
優
位
が

急

速
に

失
わ

れ

て

き

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

重

化

学
工

業
化

期
に

お

け
る

雇

用

と

貿
易
の

構
造

変
化
を

調
べ

る

と

こ

れ

ら

労
働
集
約
的
工

業
の

縮
小
が

明

瞭
に

現
わ

れ

て

い

る
｡

日

本

経

済
で

の

こ

の

よ

う
な

変
化

は
､

現

在
こ

れ

ら
の

エ

山

澤

逸

平

業
晶
に

比

較
優
位
を

も
っ

て
､

輸

出
主

導
的
成

長
を

成

功
さ

せ

よ

ぅ

と

し
て

い

る
､

ア

ジ

ア

の

発

展
途
上

国
に

と
っ

て
､

無
関
心

で

は

い

ら
れ

な
い

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

よ

う

な

研

究
を

す

る

場
合
に

は

個

別

品

目

毎
に

産
業
事
情

や

輸
出

入

状

況
を

調
べ

る

こ

と

が

多
い

が
､

本
稿
で

は

別
の

ア

プ

ロ

ー

チ

を

と
っ

て
､

日

本

経

済
の

マ

ク
ロ

経

済
的

見

地
か

ら
､

こ

の

問
題
を

生

産
､

雇
用

､

貿
易
構

造
変
化
の

仕
組
み

の

中
で

分

析

(

2
)

し

た
い

｡

ま

ず
第
二

次

大

戦
後
の

日

本
経

済
の

中

で

こ

の

間
題
の

構
造

的

特

徴
を

ま

と

め

て

お

こ

う
｡

一

九

五

三

-
一

九

七
二

年
間
に

実
質

G

N

P

は

平

均

年
率

一

〇
･

二

%

で

増

加
し

た

が
､

個
々

の

部
門

の

成

長
率
は

ま

ち

ま

ち
で

あ
っ

た
｡

化

学
､

金

属
､

機
械
の

重

化

学
工

業
品
が

も
っ

と

も

高
い

成

長
率

を

示

し
､

こ

れ

に

伴
な
っ

て

上靴)

F



サ

ー

ビ

ス

と

中

間
投
入

軽
工

業
品

が

つ

ぎ
に

高
い

成

長

率
を

示
し

､

農
業

､

絨
維

､

食
品

加
工

部

門

で

は

か

な

り

低
い

成
長
率

し
か

示

し
て

い

な
い

｡

%

( 6 3 ) 産 業構造 変 化 と 労働集約晶 貿易

表 1 貿易構 造 の 変化 : 19 6 0 - 1 9 7 3

輸 出 輸 入

1 9 6 0 1 9 7 0 1 9 7 3 1 9 6 0 1 9 7 0 19 7 3
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労
働
供

給
は

年

率
一

･

六
パ

ー

セ

ン

ト

の

低
率

で

し

か

増
加
し

な

か
っ

た

か

ら
､

生

産

構

造
の

変
化

は

雇
用

構
造
の

変
化
が

と

も

な

わ

な

け

れ

ば

な
ら

な

か
っ

た
｡

そ

れ

は

単
に

新
規

労
働
を

成

長

部

門

に

吸

収

す
る

だ

け

で

は

足
り

ず
に

､

衰

退

及
び

停
滞
部

門
で

す
で

に

雇
用

さ

れ

て

い

る

労
働

の

一

部
を

成

長
部

門
へ

回

す
､

雇

用
の

再
配

分
が

行
な

わ

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な

か

っ

た
｡

こ

の

雇

用

再
配

分
上

､

労
働
集
約
的

軽
工

業
部
門

は

困

難
な

状

態
に

お

か

れ

た
｡

こ

れ

ら
の

部
門

で

は

従

来
低

賃
金
で

あ

っ

た

の

に
､

こ

れ

ま

で

の

雇

用

水

準
を

維
持
す
る

に

ほ

成

長
部
門
よ

り

も

大

幅
に

賃
金
を

引
上

げ

な

け

れ

ば

な

ら

な
か

っ

た
か

ら
で

あ

る
｡

こ

の

努
力
は

成

功
し

な

か
っ

た
｡

こ

れ

ら
の

部
門
で

は

労
働
コ

ス

ト

の

上

昇
と

雇

用

確
保
難
と
の

二

重
の

不

利

を

蒙
る

結
果
と

な
っ

た
｡

国
内
生

産
と

雇

用
の

構
造

変
化

は

当

然

貿

易

構
造

変
化
に

結
び

っ

く
｡

一

九

六

〇

-
七

三

年
間
に

軽
工

業
品
シ

ェ

ア

ほ

五

三
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
一

七
パ

ー

セ

ン

ト

に

縮
小

し
､

地
方

化

学
､

金

属
､

機
械
の

合

計
は

四
一

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

八
二

パ

ー

セ

ン

ト

に

倍
増

し

た

(

表
1

参
照
)

｡

輸
入
の

方
で

は
一

次

産
品

が

ほ

ぼ
一

貫

し

て

五

七

1
五

九
パ

ー

セ

ン

ト

の

シ

ェ

ア

を

維
持
し

た

が
､

そ

の

内

部
で

は

農
業
原

料
か

ら

鉱
物
原

料
へ

の

転

換
が

顕
著
で

あ
っ

た
｡

工

業
品
全

体

と

し
て

の

シ

ェ

ア

は

四
一

-
四

三
パ

ー

セ

ン

ト

で

変

わ

ら

な
い

が
､

内

部
で

は

化

学

品
､

金

属
品
の

シ

ェ

ア

が

低
下

し

て

軽
工

業
品
で

代

替
さ

れ

る

傾
向

は

あ
っ

■
た

が
､

そ

れ

が

目

立
っ

て

現
わ

れ

た

の

は
一

九
七

〇

年
代
に

入
っ

て

か

ら

で

あ

る
｡

軽
工

一

丁
･

-

業
晶

か

ら

重

化

学
工

業
品
へ

の

比

較
優
位
の

移
行
は

主

と

し
て

輸

ガ
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出
面
に

顕
著
に

現

わ

れ
､

輸
入

面
で

は

よ

り

小

幅
で

あ
っ

た

と

言

え
よ
ゝ

つ
｡

日

本
の

重

化

学
工

業
化

は

地

域
別

貿
易
の

不

均
衡
を

悪
化
さ

せ

る

結
果
と

な
っ

た
｡

重

化

学
工

業
品

輸
出
が

増
大
し

て

も
､

軽
工

業
品

輸
入

が

微
増
に

止
っ

た

た

め
に

､

ア

ジ

ア

の

発
展
途
上

国
の

対

日

赤
字
傾
向

を

激

化
さ

せ

た
｡

こ

れ

ら

諸

国

は

軽
工

業
品

輸
出

に

比

較
優

位
を

も
つ

と

と

も
に

､

日

本
の

重

化

学
工

業
品
へ

強
い

輸
入

需

要
を

も
っ

て

い

た

か

ら
で

あ

る
｡

ア

ジ

ア

の

発
展
途
上

国

か

ら
の

軽
工

業
品

輸
入

の

問
題
は

､

こ

の

よ

う

な

構
造

的

視

点
か

ら
し

て

初
め

て

分

析
し

う
る

も
の

で

あ

ろ

う
｡

二

労
働
集
約

商
品

貿
易
の

動
向

日

本
の

労
働
集
約
的

工

業
品
の

輸
出
入

動
向

を

眺

望
す

る

た

め

に
､

表
2

に

は
一

九
六

〇

1
七

三

年
間
の

三

二

品

目
の

輸
出
入

状

況

を

示
し

て

あ
る
ペ

ニ

れ

ら

ほ
一

〇
二

部
門

産

業
連
関
表
か

ら

選

ば

れ

た

も
の

で
､

主

要
な

労

働
集

約
的
工

業
部

門

を

網
羅
し
て

い

(

3
)

る
｡

労
働
者

一

人

あ
た

り

資
本

額
は

､

一

九

七

〇

年
に

､

二

八

部

門
で

百

万

円

以

下
で

あ

り
､

残
り

の

四

部
門

(

9
､

1 8
､

2 7
､

3 2
)

で

も
百
二

〇

万

円

を

超
え

な
い

｡

川

-
㈲

欄
の

数
字
は

そ

れ

ぞ

れ

全

世

界
､

発
展
途
上

国
､

東
ア

ジ

ア

(

香
港

､

韓
国

､

台
湾
)

及

び

ア

セ

ア

ン

諸

国

(

タ

イ
､

フ

ィ

リ

ピ

ン

､

マ

レ

ー

シ

ア
､

シ

ン

花
イ

⊥

ガ

ポ

ー

ル
､

イ

ン

ド

ネ

シ

ア
)

か

ら
の

輸

入

額
(

当

年
価
格
)

で

あ

る
｡

物

欄
に

付

け
た

星

印

は

輸
入

全

体
の

中
で

発
展
途
上

国
か

ら
の

輸
入
の

割

合
を

示
し

､

㈲
､

㈲

欄
の

星

印
は

発
展
途
上

国
か

ら
の

輸
入
に

占
め
る

東
ア

ジ

ア

及

び

ア

セ

ア

ン

諸

国
か

ら
の

輸
入

の

割

合
を

示

し
て

い

る
｡

商
品

群

別
の

輸
入

実
績
を

見
る

と
､

加
工

食
料
品

(

1

-
3

部

門
)

で

は

発
展
途
上

国
か

ら
の

輸
入

が

輸
入

全

体
の

大

き

な
シ

ェ

ア

を

占
め

て

い

る

が
､

こ

れ

は

こ

れ

ら
の

諸

国
が

そ

の

特

産
品
の

加
エ

に

比

較
優
位
を

も
っ

て

い

る

こ

と

を

反
映

し

て

い

よ

う
｡

輸
入

増
加
が

も
っ

と

も

著
し
い

の

は

絨
推
晶

(

4

1
1 6

部
門
)

で

あ
る

｡

ま

ず
先

進
国

､

発
展
途
上

国
か

ら
の

輸
入

合
計
が

一

九

六

〇

年
の

微
小

額
か

ら

急
増
し
た

｡

第
二

に

そ

の

中
で

も

発

展
途

上

国
か

ら
の

輸
入

シ

ェ

ア

が

増
大

し
､

一

九

七
三

年
に

は

毛

織
物

を

除

く
全

品

目
で

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

を

超
え

た
｡

第
三

に
､

そ

の

発
展
途
上

国
か

ら
の

輸
入

の

四

分
の

三

以

上

が

東
ア

ジ

ア

か

ら

来

(

4
)

た

こ

と
で

あ

る
｡

ア

セ

ア

ン

諸

国
か

ら
の

輸
入

ほ

そ

の

特

産
品
で

あ

る

熱
帯

性
繊
維

品

(

1 1
､

1 3
､

1 4

部

門
)

で

相

応
の

シ

ェ

ア

を

も
っ

て

い

る

に

過

ぎ

な
い

｡

同

じ

傾
向
が

木
製
品

(

1 7

-
1 9

部

門
)

､

皮

革

製

品

(

2 0

-
2 2

｢
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表 2 日 本 の 労働 集約 的 工 業品 輸 出入 の 推 移

輸 入 輸 出

問
発

竿新
田 東

詣
ア ア セ

詣
諸国

間 背
1 . 果 実 ･ 野菜 貯蔵 品

196 0 1 4 . 0

1 9 6 5‾ 3 5 . 6

1 9 7 0 5 6 . 4

1 9 7 3 1 29 . 8

2 . 水産 物貯 蔵 品
1 96 0 0

1 9 6 5 3

1 9 7 0 9

1 9 7 3 5 4

3 . そ の 他 調 整食料 品
19 6 0 3 3 .3

1 9 6 5 8 4 . 4
1 9 7 0 1 9 7 . 8

1 9 7 3 4 7 3 . 0

糸
60

6 5

7 0

7 3

生
1 9

1 9

1 9

1 9

4

綿 糸
1 96 0

19 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

糸
60

6 5

7 0

7 3

毛
1 9

1 9

1 9

1 9

6

0

5 . 0

7 7 . 2

3 1 8 . 9

0

0 . 4

1 1 . 2

8 4 . 8

1 . 2

1 . 0

5 .8

4 3 . 8

絹 織物
1 96 0 0 . 4

1 9 6 5 2 0 . 0
1 9 7 0 5 6 . 4

1 9 7 3 1 7 4
. 3

8 . 綿織物
19 6 0 0 . 8

1 9 6 5 2 . 6

1 9 7 0 3 0 . 1

1 9 7 3 3 0 3
. 7

1 0 . 3
* 事

4 . 0
*

0
2 1 . 9

I *

7 . 4
事

0 . 9

3 2 . 0
* 事

1 4 . 6
-

2 . 8

5 3 , 7
書

4 4 . 0
榊

4 . 9

0 0

2 . 6
**

2 . 0
叫 *

5 . 8
書*

4 . 9
榊 *

3 6 . 8
* *

3 0 . 8
榊 *

2 1 . 7
榊

0 . 2

3 7 . 0
*

2 . 2

1 1 3 . 8
榊

1 2 . 3

2 6 6 . 7
事♯

4 0 . 9

0 0

0 . 4 0 . 3
*

3 8 . 5
*

3 6 . 7
桝 *

8 5 . 1
*

7 6 . 9
書 林

0 0

0 . 1
*

0

1 0 . 9
*一 *

4 .8
*

7 2 . 1
耕 一

2 0 . 1
*

0 0

0 0

3 . 5
糊

3 . 5
榊

2 8 . 3
* *

1 8 . 7
特

0 0

1 . 4 0 . 6
事

3 2 . 2
* *

3 0 . 2
榊 *

8 6 . 4
*

8 4 .3
榊 *

0 0

0

0

0 . 1

4 . 4

1 . 6

2 . 2

3 . 7

2 6 . 1

0

0

0

0

0

0

0

0 . 8

0

0

0

4 . 2

0

0 . 1

0
. 2

0 . 5

0
0 . 5 ■ 0 . 2 0

1 3 . 6
*

1 2 . 0
* 柑

0 . 3
1 7 5 . 8

事書

8 0 . 5
*

2 3 . 7

3 3 .8 1 0 . 5

4 5 .2 1 7 , 2

5 1 . 6 1 9 . 3

6 7 . 5 2 2 . 2

1 1 1 . 8 3 3 . 2

1 4 4 . 6 3 5 .4
2 1 3 . 9 7 2 . 6

2 6 0 . 8 8 3 . 5

2 4 .1 4 . 6

1 7 . 6 4 . 9

4 1 . 5 9 . 9

5 3 . 9 1 8 . 1

5 0 . 5 2 4 . 7

1 8 . 1 1 3 . 1

5 . 1 1 . 9

4 . 6 0 .
2

事

5 2 . 4 0

2 0 . 4 0

1 4 . 8 0 . 1

1 9 . 5 0
*

1 4 . 9 4 . 9

3 8 . 0 7 . 0

6 9 . 4 4
.
2

3 5 . 6 0
.
4

暮

1 0 9 . 5 4 2 . 9
1 9 6 . 1 4 8 . 3

1 0 9 . 9 2 9 . 2

9 2 .
1 2 4 . 7

*

3 5 1 .
4 3 1 . 2

3 02 , 6 4 4 . 5

1 8 7 . 6 4 4
. 6

1 9 5 , 1 3 2 . 5
*

ヱ7 3
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一 橋論叢 第 七 十 六 巻 第 二 号 ( 6 6 )

表 2 ( つ づ き)

( 百万 米 ドル)

輸 入 輸 出

問
発 展途 上 国 東 ア ジ ア ア セ ア ン 諸国 世 界 北米

(2) ( 3) (4) ( 4) ( 6)

9 . 合繊 織物
1 96 0■

19 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

1 0 . 毛織 物
19 6 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

1 1 . 黄 麻織物
1 9 6 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

5

7

6

4

7

5

3
(

)

0

5

4

9

3

0

1

7

9

8

6

1

4

0

0

4

6

7

1

4
〔
X
U

l

1 2 . メ リヤ ス 製 品
19 6 0 0

1 9 6 5 5

1 9 7 0 6 3

1 9 7 3 3 5 8

1 3
. 綱 ･

漁 網
1 9 6 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

1 4 . そ の 他繊 維 品
196 0 4

1 9 6 5■ 8

1 9 7 0 2 6

1 9 7 3 8 7

1 5 . 衣料 品
1 96 0 1 . 3

1 9 6 5 4 . 8

1 9 7 0 3 4 . 8

1 9 7 3 2 7 0 . 1

1 6 . 繊維 既 製品
196 0 1 . 6

1 9 6 5 4 . 6

1 9 7 0 1 7 . 4

1 9 7 3 1 0 5 . 6

0 0 0 1 8 .
1 1 . 0

0 . 6
*

0 . 6
称 *

0 1 8 5 . 6 2 7 .0

2 . 5
*

2 . 5
* * *

0 6 2 5 . 7 9 8. 8

5 2 . 1
* *

4 1. 6
* * *

0 0

0 0

0 . 4 0 . 3
* 料

3 . 9 3 . 0
榊

0
. 5

* 軸
n

O , 2
書*

0

4 . 3
料 *

0

14 . 0
* 科

0 . 2

0 0

0 . 5 0 . 3
* *

3 6 . 9
* *

3 5 . 4
* 榊

2 3 2 . 6
* *

0 . 6
* * *

0 . 1
料

0 . 8
* 榊

6 . 0
* * *

0 . 4

2 . 6

5 . 5

1 7 . 9
* *

0

1 . 3
*

1 3
.
9

*

1 8 5 . 9
書*

2 2 6 . 3
* * *

0

0

0 . 4
* *

2 . 1
*

0 . 2
* *

･ 1 .
3

榊

2 . 3
*

9 . 7
榊

0

1 . 2
* *

1 2 . 8
* 特

1 7 7 . 5
* * *

1 . 1
* *

0

0 . 7 0 . 3
書

2 . 1 1 .6
* * *

5 8 . 5
* 事

4 9 . 1
書 *

7 . 0 9 9 9 . 4 1 2 4 . 6

0 5 4 . 5

0 8 6 . 9

0 7 5 . 5

0 2 3 . 5

0 0

0 2 . 6

0 . 2 2 . 3

3 . 5
*

2 . 5

0 3 4 . 5

0 9 3 . 3

0 . 5 2 5 3 . 1

2 . 4 3 8 9 . 5

0
′

5 ･ 6

0 3 7 . 2

0 . 1 2 6 . 1

3 . 3
*

3 2 . 9

2 6 .4

6 2 . 6

5 0 .1

1 0 .4
*

0

1 .9

1 .1

0 , 7
*

2 0 . 5

4-2 . 2

1 1 2 . 1

1 4 1 . 7

0
.
4

4. 1

5 , 5

8 . 2

0 6 7 . 7 3 4 . 8

0 6 5 . 8 3 8 .4

1 . 9
*

9 9. 2 3 3 . 6

4 . 7
*

2 0 7 . 4 3 7 . ア
く

0 1 89 . 2 1 1 9 . 9

0 2 1 7 . 3 1 1 9 . 8

0 . 2 3 3 3 . 7 2 2 8 . 7

5 . 6 2 3 7 . 5 1 4 8 . 6
*

0 . 5 1 . 7 1 7 . 2

0 6 6 . 8 2 2 . 0

0 .
2 8 5 . 4 3 0 . 2

5 . 2 8 7 . 2 2 8 . 9
*

J 7 4



( 6 7 ) 産業 構 造変化 と労働集約 晶 貿易

表 2 ( つ づ き)

( 百万 米 ドル)

輸 入 輸 出

世 界 発展 途上 国 東 ア ジア ア セ ア ン 諸 国 世 界 北米
(1) (2) (3) (4) (5) (6)

1 7 . 製材 品
196 0

ユ96 5

1 9 7 0

1 9 7 3

板
60

6 5

7 0

7 3

合
1 9

1 9

1 9

1 9

81

1

4

9

3

3

1

2

0

8

9

9

7

0

1

5

6

3

7

0

3

8

1

4

1

1

3

6

2

0
｢
⊥

6

26

具
60

6 5

7 0

7 3

家
1 9

1 9

1 9

1 9

91

9

1

6

6

2

9

2

6

2

7

草
60

6 5

7 0

7 3

皮
1 9

1 9

1 9

1 9

02

12 皮 革製 品
196 0 0 . 1

1 9 6 5 1 . 8

1 9 70 9 . 8

1 9 7 3 4 1 . 7

2 2 . は きも の

19 6 0

1 9 6 5

1 9 7 0 L
1 9 7 3

2 3 . 陶磁 器
1 96 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

｢

⊥

1

0

1

4

1

3

0

1

8

6

0

0

2

4

5

1

2 4 . そ の 他 金属 製 品
1 96 0 1 0

. 8

1 9 6 5 1 8 . 6

1 9 7 0 5 2 . 2

1 9 7 3 1 5 6 . 7

0 . 6 0

6 . 1 5 .4
* * *

3 8 . 5 2 1 .9
* *

1 0 6 . 7
事

6 7 . 4
書 *

0 0

0 . 6
* *

0

3 3 . 6
* * *

2 6 . 5
* 料

1 7 8 . 2
* * *

1 6 0 . 3
* * ♯

0 0

0 . 3 0

1 . 0 0 . 6
* *

3 2 . 7
* *

2 7 . 3
榊 *

2 . 5
* * *

0

6 . 1
* *

0 , 2

1 1 . 7
* *

0 . 7

4 0 . 3
* *

5 . 9

0 0

0 . 3

3 . 6
*

1 9 . 4
*

0

0 . 2

1 . 8

3 3 . ア
*

0 . 2
* *

1 . 9
* *

1 4 .9
料 *

0

0 .
1

…

1 . 7
* * *

3 3 . 4
書 * *

0 0

0 .4
* * *

0

0 . 2 0

0 . 5
書 * *

2 4
. 6 9 . 8

0 . 3 2 2 . 9 8 . 9

1 5 . 1
*

1 6 . 4 1 . 8

4 0 . 3
*

1 6 . 9 0 . 3
*

0

0

3 . 5

1 5 . 6

0

0

0

3 .0

0

0

0

2 .1

0

0

0 . 2

2 . 2

0

0

0

0

0

0

0

2 .4 0 . 5 0

0 . 6 0 0

0 .4 0 . 2
暮♯

0

3 . 1 2 . 4
…

0

2 4 .8 2 2 . 4
如 書

0 . 3

6 3 . 8 5 0 . 4

6 5 . 6 5 4 . 9

7 6 . 0 5 6 . 6

7 5 . 8 5 4 . 0
書

4 . 4 3 . Z

1 3 . 8 8 . 0

2 9 . 9 1 6 . 9

4 5 . 1 2 4 . 8

1 ∴0 0 .
1

8 . 5 5 . 1

2 6 . 7 7 . 2

7 8 .
2 9 . 1

1 4 , 0 7 . 5

2 7 . 3 1 6 . 6

4 4 . 2 3 1 . 5

6 7 . 0 4 6 . 5

7 2 . 1 5 6 . 4

8 0 . 6 5 9 . 4

1 3 3 . 7 9 8 . 5

4 3 . 7 1 8 . 5
*

6 7 . 6 4 0 . 6

8 6 . 2 5 2 . 2

1 3 9 . 0 9 5 . 6

2 0 5 . 5 1 4 2 . 3

1 5 6 . 5 ■ 84 . 7

2 5 4 . 1 1 4 6 . 5

5 7 5 . 8 3 1 5 . 8

9 1 3 . 1 5 1 2 . 1

J 7∂
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一 橋論叢 第 七 十 六 巷 第 二 号 ( 6 8 )

表 2 ( つ づ き)

( 百万 米 ドル)

輸 入 輸 出

問
発

竿㌍
国 東

詣
ア ア セ

詣
諸国

間 幣
25 . 民生 用電 気機 器

196 0 0 . 6

1 9 6 5 9 . 1

1 9 7 0 3 4 . 0

1 9 7 3 9 4 . 2

2 6 . そ の 他 軽電 気機 器

1 96 0 2 3 . 5

1 9 6 5 3 8 . 0

1 9 7 0 1 5 3 . 7

1 9 7 3 2 6 7 . 7

2 7 . 紙 製 品
1 96 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

1

2

9

51

2 8 . 玩 具 ･ 運動 具
19 6 0 1

1 9 6 5 1 9

1 9 7 0 9 8

1 9 7 3 1 7 9

2 9 . 楽器
19 6 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

3 0 . 7
0

ラ ス
_
テ ィ

1 9 6 0

1 9 6 5

1 9 7 0

1 9 7 3

0

9

3

2

1

3

9

4

6

9

9

0

1

8

3

7

2

4

品製ク

. 9

7

5

0

ソ

0

4

9

73

3 1 . 事務 用 品
1 96 0 0 . 4

1 9 6 5 5 . 7

1 9 7 0 9 . 8

1 9 7 3 2 3 . 6

3 2 . 雉 製 品
196 0 1 3 . 0

1 9 6 5 7 6 . 3

1 9 7 0 2 1 4 . 7

1 9 7 3 9 5 7 . 0

0 0

0 . 6 0 , 3
* *

4 . 5 4 . 4
榊 *

1 9 . 3 1 8 . 8
* 榊

0 . 1 0

0 . 7 0

3 , 1 2 .7
* * *

1 6 . 9 1 6 . 0
* * *

0 0

0 . 2 0

0 . 1 0

1 .6 1 , 4
* * *

0 0

1 . 0 () . 6
榊

0

0

0

0 . 3

0

0

0

0 . 2

0

0

0

0

0

0

6 . 4 6 , 2
* * *

0

3 2 . 8 3 2 .2
キ 榊

0

0

0 . 5

0 . 3

5 . 0

0

0 . 3

1 . 1

1 2 . 0
*

0

0 0

0 ()

0 . 1
*

0

4. 4
* * *

0 . 4

0 0

0 .1 0

1 .1 0

1 1 . 6
* * *

0 .4

0

5

7

3

8

4

9

9

5

5

7

2

9

1
⊂
J

7

6

1

0

2

3
0
0

3

9

6

4
n
U

1

7

2

1

9

1

1

5

5

1

4

7
n
U

2

6

2

1

3

1

9

7

4

4

5

4

2

1

0

3

6

4

1

7

9

4

3
n
U

1

4

7

8

1
1
⊥

2

3

1

2

0 0 1 0 . 6

0 . 2 0 () 2 3 . 6

0 . 5 0 . 5
* * 書

0 3 6 . 6

1 . 1 1 . 0
* * 書

0 5 6 . 0

2 . 2 0 . 4 0 1 3 3 . 4

2 5 . 6
'
書

1 1 . 3
*

0 . 6 1 6 9 . 2

5 8 , 4
*

2 3 . 1
*

6 . 4 2 1 9 . 2

2 4 7 . 9
*

9 2 , 7
*

3 1 . 7 3 8 9 . 8

▲

｢

▲

T

6

5

2

6

3

6

9

8

4

4

7

5

3

9

1
ワ
】

1

4

3

6

1

4

2

9

7

5

3

7

9

3

3

0

0

0

5

7

0

3

8

2

8

り
]

l

〔

-

1

9

9

1

0

4

ヮ
】

4

i

1
1
⊥

l

l

7

1

8

3

0
∩
り

仁
U

9

7

6

6

6

5

4

1

2

6

4

4

0

7

4

2

2

7

1

6

7

5

7

3

2

5

9

2

4

3

1

1

7

7

7

9

J 7 6



( 6 9 ) 産 業 構 造 変化 と労 働集 約 晶 貿 易

表 2 ( つ づ き)

( 百万米 ドル)

輸 入 輸 入

界
1
ノ

世

〓

発展 途上 国 東 ア ジ ア アセ ア ン 諸国 世 界 北米

( 2 ) ( 3) (4) (5) ( 6)

6

2

4

9

1

7

6

7

2

2

8

1

5

3

8

2

1

1

6

4

1

5

(

(
l

(
0

(
1

61一4

. 3

5

4

9

7

0

3

0

(
1

0

0

0

7

2

4

5

2

(
7

(
7

(
つ
J

(

計

3

91

品維
60

6 5

7 0

7 3

繊
19

1 9

1 9

1 9
.

33

一
1

4

,
5

,
2

(

1

1

5

計
60

6 5

7 0

7 3

合
19

1 9

1 9

1 9

43

2

9

7

5

0

0

3

6

2

3

2

1

5

2

8

3

3

3 5 . 全 商 品

19 6 0 4
,
5 2 3 .0

1 9 6 5 7
,
9 1 5 . 8

1 9 7 0 1 8
,
7 9 7 . 8

1 9 7 3 3 8
,
3 1 3 . 6

2

7

8
1

1

5

3

0

6

0

7

4

7

2

6

0

7

(

5

4

8

9

7

8
〔
八
U

8

7

1

3

9
(

×
U

4

1

4
(り
8

5

5

5

1

3

3

6

5

1

6

(

(
2

(
4

(

l

不

)
虫

T
)
*

)
*

＼
ノ

6

5

4

3
ご
U

1

7

3

0

0

3

6

4

2

0

1

4

3

1

2

8

3

5

4

(
l

(
4

(
l

(
2

1

5

6

9

6

7

7

1

8

9
【

′

2

8

9

9

2

8

3

9

4

5

3
つ
J

4

7

(
3

(
4

(
l

(

1

3

7

61

5

7

8

7

1

5

0
ワ
ー

2

5
ハ
X
U

6
仁
U

7

9

4

0

(
(

ソ
】

(
5

(
仁
U

1

1
⊥

2

5

3

(

2

1

2

6

2

9

0

0

n
U

1

3

2
ハ

U

亡
U

(

(
6

(

一

丁

*

1

2

1

6

4

3
只
U

ハ
リ

2

5

4

3

5

7

2

9

(

(
3

(
9

(

｢
⊥

4

4
仁
U

｢リ
ム

(

ソ
]

ハ
リ

8

2

9

3

9

1

3

5
〔

X
U

9

7

3

1

2

6

2
ハ
U

2

5

(
7

(
8
J

(
､
7
′

し

1

4

2

1

7

8

8

9

8

3

0

5

0

5

7

9

6

6

0

2

3

1

8

(
2

(

0
/

＼

3

(
8

3

1

1

1

2

4

7

6

4

7
｢

L

4

0

2

2
仁
U

8

5

3

9

6

0

5

2

3

3

3
ハ
リ

2

1

(
2

(
3

(
亡
U

(

2

3

6

9

3
,
9 8 9 ‥. 7

8
,
3 9 7 . 1

1 9
,
1 6 2 . 6

3 6
,
9 3 1. 4

3 2 3 . 9

4 30 . 9

6 4 0 . 1

5 5 8 . 6
*

9 0 7 . 7

1
,
3 3 4 . 7

3
,
0 6 6 . 5

3
,
8 3 0 . 7

1
,
2 3 9 . 9

2
,
6 0 3 . 7

6
,
5 04 . 5

1 0
,
5 5 5 . 3

出所 : U nit ed N a ti o n s
,
C o J乃 77 7 0d わ m d g 5 由ぬ f∫ぶ

,
1 960

,
1 965

,
1 9 7 0

,
1 9 73

.
( 注) ( 2 ) 欄の 星 印は

,
日本の 輸 入 に 占め る発展途 上国 からの 輸入 の シ ェ アが 2 5 パ ーセ ン ト以上( 事 ) ,

5 0

パーセ ン ト以上 い･ ) , 7 5
パ ーセ ン ト以 上( ･ ･ ･) で あるこ と を示す ｡

( 3 )
, ( 4 )憫の 星 印は 発展途 上国か らの 輸 入の 中で東ア ジ ア ( 韓国

,
台 湾, 香港) とアセ ア ン 諸国( フ

ィ リ ッ ピ ン
, タイ ,

マ レーシ ア , シン ガ ポール
, イ ン ドネ シア) か らの 輸入 が そ れぞれ2 5 パーセ ン

‾ト以上 い ) ,
5 0 パーセ ン ト以上( ･ り,

7 5 ′ ヾ- セ ン ト以上( ･ ･ ･) であ るこ と を示す ｡

( 6 ) 欄 の 星印は
,

日本の 対北米 ( カナ ダ
,

米 国) 輸出の 減 少 を示す
｡

3 3
,

3 4 行の( 1)- ( 5) 欄の ( )

内の 数 字 は, そ れ ぞれ繊維 品合 計及 び 3 2 品 目合計の 絵商 品輸 入額 に しめ る シ ェ ア を示す ｡
3 3 - 3 5 行

の ( 2 ) 欄は発展途 上 国か らの 輸 入の 籠 輸 入に 占め る シ ェ ア を, ( 3 ) , ( 4)欄は 発展途 上国輸入 に 占め

る東ア ジア 及 び アセ アン 諸 国の 輸入 の シ ェ ア を表 わす｡

1 7 7



一 橋論叢 第七 十 六 巻 第 二 号 ( 7 0 )

部
門
)

で

見

出
さ

れ

る
｡

総
輸

入

額
の

増

加
に

伴
な
っ

て

発
展
途

上

国
の

シ

ェ

ア

が

増
大

し
､

四

部
門
で

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

以

上
に

な
っ

て

い

る
｡

毛

皮

を

除

け

ば

四

分
の

三

以
上

が

東
ア

ジ

ア

か

ら

来
て

い

る
｡

こ

こ

で

も

ア

セ

ア

ン

諸

国
か

ら
の

輸
入

は

製
材

品
を

除
け
ば

最
近

始
ま
っ

た

ば

か

り
で

あ

る
｡

し
か

し

他

の

商

品

群
､

窯
業
品

(

2 3

部

門
)

､

金

属
･

機

械

類

(

2 4

-
2 6

部
門
)

､

薙
品

(

2 7

1
3 2

部
門
)

の

輸
入

は

先

進

国

産

品
が

支

配

的
で

あ

る
｡

た

だ

発

展
途
上

国
の

シ

ェ

ア

が

ほ

と

ん

ど

ゼ

ロ

か

ら
一

五

-
三

〇
パ

ー

セ

ン

ト

ま

で

急
増

し

て

き

た

部
門
が

多
い

｡

こ

こ

で

も

東

ア

ジ

ア

の

シ

ェ

ア

拡

大
が

目

立
つ

が
､

ア

セ

ア

ン

諸

国
の

シ

ェ

ア

は

微
小
で

あ

る
｡

表
2

の

末
尾
に

は

よ

り

集
約
し

た

形

で

労
働
集
約

的
工

業
品
の

輸
入

増

加

傾
向

を

ま

と
め

て

あ

る
｡

ま

ず
こ

れ

ら

商

品
の

輸

入
が

加

速

度
的
に

増
加
し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

輸

入

全

体
に

占

め
る

三

二

品

目

合

計
の

シ

ェ

ア

は
一

九

六

〇

年
の

二

･

九
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
一

九

七

三

年
の
一

三
･

六
パ

ー

セ

ン

ト

に

増
大

し
て

い

る
｡

こ

の

傾

向
は

繊
維

品
で

も
っ

と

も

顕
著
(

〇
･

五

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
五
･

〇
パ

ー

セ

ン

ト
ヘ

)

で

あ

り
､

木
製
品

と

皮

革
製
品
が

そ

れ

に

次

ぎ
､

他
の

商
品
群

で

は

小

幅
で

あ

る
｡

第
二

に
､

こ

れ

ら

商
品

輸
入

に

占

め

る

発

展

途
上

国
か

ら

の

輸

入
の

シ

ェ

ア

が

三

〇
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

四
一

パ

ー

セ

ン

ト
ヘ

増
加

∽

し
て

い

る
｡

繊

維

品
だ

け
だ

と
こ

の

数

学

は

二
一

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
五

三
パ

ー

セ

ン

ト

へ

の

増
加

で

あ

る
｡

こ

の

傾

向
は

特
に

一

九

七

〇

…
七

三

年
間
に

加

速
化

さ

れ

た
｡

発

展

途
上

国
か

ら
の

総

輸

入

額
は

こ

の

間

約
四

〇
パ

ー

セ

ン

ト

で

伸
び

悩
ん

だ

の

で

あ

る

か

ら
､

こ

れ

ら

商
品

で

の

実

績
は

顕
著
で

あ

る
｡

第
三

に

東
ア

ジ

ア

が

こ

れ

ら

発

展

途
上

国
か

ら
の

エ

業
品

輸
入

全

体
の

三

分
の

二

を
､

繊

維
品
の

場
合
は

四

分
の

三

以

上
を

供

給
し

た
｡

他

方

ア

セ

ア

ン

諸

国
ほ

依
然

全

体

と

し
て

は

小
さ

な

供
給
者
で

あ

る

に

過

ぎ

な
い
｡

労
働
集
約
的
ユ

業
品
の

輸
入

増

加
趨

勢
は

こ

れ

ら
の

商
品
で

の

日

本
の

比

較
優

位
の

喪
失
を

反
映

し

て

い

る

が
､

こ

れ

は

ま
た

こ

れ

ら
工

業
品
の

輸

出
実
績
に

も
現

わ

れ

て

い

る
｡

表
2

の

㈲
､

㈲

欄
は

対

世

界
と

対

北

米
輸
出
額
を

表
わ

し

て

い

る

が
､

特
■に

北

米

市

場
で

は

日

本
の

労

働
集
約
的
工

業
品

は

発
展

途
上

国

産
品

と

競

合
し
て

､

急

速
に

市

場
シ

ェ

ア

を

失
っ

て

き

て

い

る
｡

今

年
か

ら

実

施
さ

れ

る

米

国
の
一

般

特

恵

関

税
は

こ

の

傾
向
を

さ

ら
に

促
進

す

る

で

あ

ろ

う
｡

㈲

欄
で

星

印

を

付

け

た
､

三

二

品

目

中
の

一

六

品

目
で

､

日

本
の

対
世

界
､

対

北

米
輸

出
は

ほ

と

ん

ど

伸
び

な
い

か
､

絶
対

的
に

減

少
し

て

い

る
｡

減
少

傾
向
は

繊
維
品

(

一

三

品

目
の

内
山

○

品
目

で
)

､

木
製
品
(

三

晶

日

中
二

品

目
で
)

及

び

膿
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製
品

(

六

品

目

中
三

品

目
で
)

で

顕
著
で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

品

目

で

は

か

つ

て

は

輸
出
入

比

率
が

高
か

っ

た

が
､

分

子
の

減
少
と

分

(

5
)

母
の

増
加
に

よ
っ

て

急

速
に

低

下
し

た
｡

三

国
内

生

産
･

雇
用
の

調

整

前
節
で

述
べ

た

労
働
集
約
的
工

業
品
の

輸
入

増
大

､

輸
出

停
滞

に

対
し

て

国
内

生

産
は

ど

の

よ

う
に

調

整
さ

れ

た

か
｡

し
か

し

そ

の

分

析
に

入

る

前
に

､

国
内

生

産

と

輸

出
入

と

の

関
係
に

つ

い

て

整
理

し

て

お

こ

う
｡

十

分

細
分

さ

れ

た

産

業
分

類
を

用
い

て

も
､

一

産
業
内
で

国

産
品

が

輸
出

さ

れ

る
一

方
で

外

国
品

が

輸
入

さ

れ

る

こ

と
が

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

一

産
業
内
の

生

産
物
が

差
別

化

さ

れ

て

い

て

も
､

そ

れ

に

対

す

る

需

要
が

相
対

価

格
に

関

し

て

弾
力

的
で

あ

る

か

ぎ

り
､

咄
産

業
が

発
展
し

､

国

産
コ

ス

ト

が

外

国

品

に

比
べ

て

低

廉
に

な

る

と
､

国

産

品
が

国

内

及
び

外
国

市

場
で

漸

次

外

国

品
に

代

替
す

る

よ

う
に

な

る
｡

こ

れ

は

自
給
率

と

輸
出
比

率
が

と

も
に

上

昇
す

る

こ

と

で

測

ら
れ

る
｡

国
内
生

産
､

輸

出
､

輸

入

を
､

g
､

且
､

必

で

表

わ

せ

ば
､

こ

の

二

つ

の

比

率
は

そ

れ

ぞ

れ

(

如
-

向
)

＼

(

転
＋

転
-

内
)

と

史
的

と

定

義
さ

れ

よ

う
｡

他

方

㈱
自

国
が

比

較
優
位
を

失
い

つ

つ

あ

る

産
業
で

は

輸
出
比

率
と

自

給

率
が

と

も

に

低
下

す

る

こ

と

に

な
る

｡

つ

い

で

に

仰
関

税
の

相

互

引

下

げ

等
に

よ

っ

て

自
国

市
場
と

外

国
市

場
と

が
一

つ

に

統
合

さ

れ

る

場
合
に

は
､

.
自
給
率
が

低

下

す
る

一

方
で

輸
出
比

率
は

高
ま

る

で

あ

ろ

う
｡

ア

ジ

ア

諸

国

か

ら
の

労
働
集

約
的
工

業

品

輸
入
の

分

析
に

お

い

て

は

上

述
の

㈱
の

ケ

ー

ス

が

あ

て

は

ま

る
｡

表
3

に

は

三

二

部

門
に

つ

い

て

こ

の

二

つ

の

比

率
が

示
さ

れ

て

い

る
｡

繊
維
品
の

多
く
が

一

九

六

〇

年
に

は

高
い

自
給
率

(

九
九

パ

ー

セ

ン

ト

台
)

と

高
い

輸

出

比

率

(

一

〇

-
四

〇
パ

ー

セ

ン

ト
)

を

も
っ

て

い

た

が
､

一

九

七

三

年
に

は

輸
出

比

率
は

平

均
一

〇
パ

ー

セ

ン

ト

以

下
に

､

自
給

率
も

九

五

-
八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

に

低

下

し

た
｡

こ

の

傾
向
は

生

糸
､

綿

織
物

､

麻
織
物

､

綱
･

漁

網

の

場
合

特
に

顕
著
で

あ

る
｡

し

か

し

こ

の

二

つ

の

此

率
の

低

下
は

決
し

て

同

時
に

起
っ

た

の

で

は

な

く
､

ま

ず
輸

出
比

率
の

低

下
が

あ

っ

て
､

時
の

ず
れ

を
お

い

て

自
給

率
の

低

下
が

現

わ

れ

て

い

る

こ

と

に

留
意
す
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

他
方

食
料
品

で

は

自
給

率
の

み

低
下
し

て

い

る

が
､

こ

の

部
門

は

も

と

も

と

内

需
指
向

的

特
徴
が

強
く

､

初
め

か

ら

輸

出

比

率
が

高
く
な

か
っ

た
｡

他
の

部
門
で

は
､

は

き

も
の

､

合

板
､

陶

磁

器
､

玩

具
に

典

型

的
に

見

ら
れ

る

よ

う
に

､

自
給
率

よ

り

も

輸
出
比

率

の

低
下

の

方
が

著
し
い

｡

自
給

率
の

低
下

が

目

立
つ

の

は

プ

ラ

ス

テ
ィ

ッ

ク

製
晶

と

皮

革
製
晶
の

み

で

あ

る
｡

も
っ

と

も

電

気

器

∽
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表 3 労働集約的 工 業 品 に お け る 輸出比 率と自給率

( % )

輸出比率 自給率
Eコ

ロ 口

19 60 1 96 5 19 70 1 97 3 19 60 19 6 5 19 70 197 3

1 . 果実
･

野菜貯蔵品 5 . 90

2 . 水産物貯蔵品 1 0 . 15

3
. その 他調整食料品

4 . 生 糸

5 . 綿 糸

6 . 毛 糸

7 . 絹 織 一物

8 . 綿 織 物

9 . 合 繊 織 物

10 . 毛 織 物

1 1 . 黄 麻 織 物

12 . メ リヤ ス 製品

13 . 綱 ･ 漁 網

14 . その 他繊 維品

1 5 . 衣 料 品

1 6 . 繊維既 製品

17 . 製 材 品

18 . 合 板

19
. 家 具

2 0. 皮 革

2 1 . 皮 革 製 品

2 2 . は き も の

2 3 . 陶 磁 器

24 . そ の 他金属 製品

2 5 . 民生用 電 気横器

2 6 . そ の 他軽電気機器

2 7 . 紙 製 品

28 . 玩具
･ 運動具

29 . 楽 器

30 . 7
0

ラス テ ィ ッ ク製 品

3 1. 事 茸 用 品

32 . 嘘 製 品

1
.
70

2 8 . 85

7 . 20

4 . 76

2 3 . 20

3 7 . 02
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7 .
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( 出所) 1 9 6 0- 7 0 : 1 0 2 部門産業連関表
｡

1 9 7 3 : 工業統計表 ( 速報値) ｡

1 9 6 0- 7 3
,

U nit e d N atit o n s
,
C o m m odit y T r a d e s t ati sti ｡ S) から計算し たもの

｡

( 注) 輸 出比率, 自給率は それ ぞれ g / ズ , ( g - g ) /( g l一〃- g ) と して定義さ れる
｡
ただ し

は 国内生産
,

輸 出, 輸 入で ある ｡

g , g , 〟

団内生 産の 1 9 7 3 年値は . 工 業統 計表の 速 報値 ( 従業員3 0 人以上 の 事業所の 調 査) にも と づく

速報値と現 実値の 比は1 9 7 0- 7 3年間 に 変化 し な い と 仮定 した
｡
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( 7 3 ) 産 業構 造 変化 と 労働集約 品 貿 易

l図

率
レ
し

L

⊥

r出輸

0

0

2

1

n

UOl0900
(

U

率給白
山

n

r

具
､

合

成
繊
維
織
物

､

楽
器
で

は

輸

出
比

率
が

な
お

も
上

昇
し

て

い

る
｡

以

上

を

要

約
す
る

と
､

輸

出
比

率

と

自
給
率
と
の

屈
折
し

た

時

間
径
路
が

見

出
さ

れ

た
｡

初
め
に

高
い

輸
出
比

率
が

あ

る

水

準
ま

で

低
下

し
て

､

後
に

自

給
率
が

低

下
し

は

じ

め

た

(

図
1

参
照
)

｡

屈
折
点

Q
の

位
置
は

産

業
に

よ

っ

て

異
な
る

｡

完
全

に

同

質

的
な

産
業
の

場
合
に

は

Q
は

P

と
一

致

す
る

が
､

生

産
物
差
別

化
の

著

し
い

産
業
で

は

P

点

か

ら

蔀
離
す
る

で

あ

ろ

う
｡

多
く
の

労

働
集

約
的
工

業
品
の

場
合

､

輸
出
比

率

は

す
で

に

五

パ

ー

セ

ン

ト

水

準
ま

で

低
下
し

て

い

る

が
､

自

給
率
の

低

下

は

始

ま
っ

た

ば

か

り

で

あ

る
｡

す
で

に

繊
維
産
業
で

観
察
さ

れ

る

よ

う

に

将
来
は

自
給
率
の

低

下
が

さ

ら
に

進
行
す

る

と

思
わ

れ

る
｡

日

本
の

軽
工

業
品

自
給
率
が

高
い

こ

と

は
､

し

ば

し

ば

輸
入

制

限
や

日

本
の

消

費
者
に

お

け
る

強
い

国

産
品

選
好

が

あ

る

た

め

で

あ
る

と

説
明

さ

れ

て

き

た
｡

こ

れ

ら
は

根
拠
の

な
い

こ

と
で

は

な

い

が
､

こ

れ

ら
の

抑

制

要
因
は

過

去
一

〇

年
間
に

急

速
に

解
消
さ

れ

て

き

た
｡

次

節
で

述
べ

る

よ

う
に

六

〇

年
代

半

ば

以

降
労

働
集

約
品

関
税
率

も

大

幅
に

引
下

げ
ら

れ

て

き

た
｡

国

内

消

費
者
の

国

産

品

選

好
の

裏
に

は

よ

り

よ

い

品

質
へ

の

選

好
が

あ

る
｡

日

本

企

業
の

直
接
投

資
や

現
地

企

業
と

の

提
携
に

よ

る

対
日

逆
輸
出
を

通

じ
て

品

質
が

改

善
さ

れ
､

発

展
途
上

国

産
品
は

従

来
の

｢

安
か

ろ

う
､

悪
か

ろ

う
+

か

ら

｢

安

く
て

良
い
+

に

変
わ

り

つ

つ

あ

る
｡

｢

あ

る

調

査
に

よ
っ

て

も
五

年
前
に

は

韓
国

製
品
に

対

し

て

ア

レ

ル

ギ

ー

を

も

つ

消

費
者

は

五

〇

%

も

あ
っ

た

が
､

昨
年
は

二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

に

低
下

し

て

い

る

と

い

わ

れ

る
｡

つ

ま

り

輸
入

品
の

品

質
が

良

く
な

る
一

方
､

発

展

途
上

国

製
で

あ

る

こ

と

に

そ

れ
.

ほ

ど

(

6
)

こ

だ

わ

ら
な
い

層
が

増
え

て

き

て

い

る
｡

+

最
近

に

お

け

る

自
給

率
の

低
下

は

前
述
の

国

内

調

整
の

時

間

的
お

く
れ

と

と

も
に

､

こ

れ

ら

抑
制
要
因
の

解

消
に

よ

る

と

こ

ろ

も
小

さ

く
な
い

で

あ

ろ

う
｡

一
･

▲

生

産
調

整
の

底
に

あ

る

雇

用
の

変
化
に

関

し

て

は
､

一

九
六

〇

畑
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( 7 5 ) 産 業構造 変 化 と 労働 集約晶 貿 易

年
代
の

労

働

不

足
傾
向
の

中
で

､

労
働
集

約
的

産
業
の

周

内

生

産

は

労
働
力

確
保
と

労
働
コ

ス

ト

上

昇
の

両

面

で

不

利
に

な
っ

た

こ

と

を

先
に

指
摘
し
た

｡

表
4

で

は

こ

の

議

論
を

一

九

七

〇

-
七

三

年
間
の

変
化
に

ま
で

あ

て

は

め

る

た

め

に
､

七

つ

の

産

業
グ

ル

ー

プ

の

労
働
生

産

性
､

賃
金

､

雇

用

を

対

比

し
て

い

る
｡

一

九
七

三

年
工

業
統

計

表
速

報
値
で

は

広

範
な

産
業
分

類
し
か

利
用
で

き

な

い

の

で
､

表
4

は

表
2

､

3

と

正

確
に

は

比

較
で

き

な
い

｡

し

か

し
こ

れ

に

よ

っ

て

も
上

述
の

生

産

調

整
に

対

応

し
た

雇

用

面
の

変

化

を

知
る

こ

と
が

で

き

る
｡

こ

れ

は

絨
推

品
と

木

製
品
で

顕
著
で

あ
る

｡

こ

れ

ら
の

産

業
群
で

は
一

九
七

〇

年
に

は

労
働
生

産
性

､

賃
金
と

も
に

平
均

以

下
で

あ
っ

た

が
､

一

九
七

〇

-
七

三

年
間
の

労

働

生

産

性
の

上

昇
は

平

均

以

下
で

あ

り
､

賃
金

上

昇
は

平

均

以

上
で

あ
っ

た
｡

そ

の

結
果

実

効

賃
金
が

高
く
な
っ

た
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

こ

れ

ら
の

部

門
で

は

雇
用

量
が

絶
対

数

で

減

少

し
た

の

で

あ

る
｡

購
製
品
グ

ル

ー

プ

で

も

平

均
以

上
の

賃
金

上

昇
と

平

均
以

下
の

労
働
生

産

性
上

昇
に

苦
し

ん

だ

が
､

雇

用

量
は

平

均
以
上

に

増
加

し

て

い

る
｡

食
品

加
工

グ

ル

ー

プ

で

は

表
2

､

3

の

三

部
門
の

他

心

も
い

く
つ

か

の

内
需

志

向

的

部
門
が

含
ま
れ

て

お

り
､

雇

用

面

で

の

困

難
は

よ

り

小

さ

い

が
､

平
均
以

上
の

賃
金
上

昇
と

労
働
雇

用
の

相

対

的

減

少
は

他
の

労

働
集
約
的

部
門

と

同

様
に

経

験
し

て

い

る
｡

こ

れ

に

対
し

て
､

窯
業
品

(

セ

メ

ン

ト
･

ガ

ラ

ス

の

よ

う
な

資

本

集
約
部

門
を

含
む
)

､

金

属

製
品

､

電

気
機

械

等
の

部
門
で

は
､

平

均

以
上

の
､

し

か

も

賃
金

上

昇
を

上

回

る

生

産
性
の

上

昇
が

あ

り
､

労

働
供

給

確
保
面

で

の

困

難
は

よ

り

小
さ

か
っ

た
｡

こ

れ

ら

の

部
門
で

は

輸

出
比

率

は

な
お

も

上

昇
し

て

お

り
､

輸

入

品

と
の

(

7
)

競
合

も

未
だ

深
刻
で

は

な

い
｡

四

対

外

経

済

政

策
の

影

響

前
二

節

で

は

労
働
不

足
化
が

労

働
集

約
商

品
の

輸

出
減
退

､

輸

入

増
加
を

も

た

ら

し
た

主

要

因
の

一

つ

で

あ

る

こ

と

を

見
て

き

た
｡

こ

の

よ

う

な

国

内

経

済

調

整
と

並

ん

で
､

対

外

経

済

政

策
の

変
更

が

日

本
の

労

働
集

約

商
品

貿
易
に

及

ぼ

し

た

影

響
も

無

視
さ

れ

て

は

な

ら

な
い

｡

こ

こ

で

は

輸
入

制

限
+

関

税
政

策
､

為
替
相

場
政

策
､

及

び

対

外

投
資
政

策
の

三

つ

を

と

り

上

げ
よ

う
｡

輸
入

制

限
･

関

税
政

策
に

つ

い

て

は
､

先
に

言

及
し

た

よ

う
に

､

日

本
の

労
働
集

約
商
品

輸

入

を

妨

げ
て

い

る

の

で

は

な
い

か

と

の

指
摘
を

受
け

て

き

た
｡

こ

れ

に

つ

い

て

は

つ

ぎ

の

三

点
に

分
け

て

っ

J

答
え

る

こ

と

が

で

き

よ

う
｡

第
一

に
､

輸
入

数

量
制
限
は

一

九

六

畑
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○

年
代

以

降
急
速
に

撤
廃

さ

れ

て

い

き
､

一

九

七

三

年
五

月

に

は

三

三

品

目

(

N

T

B

四

桁
で

測
っ

て
)

に

ま
で

縮
小

さ

れ

た
｡

そ

の

大

部
分
は

農
林
水

産
物

で

あ
っ

て
､

工

業
品
で

は

電
算
機

､

皮

革
製
晶

を

除
い

て

比

較
的
早

く
輸

入

自
由
化
さ

れ

た

か

ら
､

大
き

な

労
働
集

約
商
品

輸
入

抑
制

効

果
を

も
っ

た

と

は

考

え

ら
れ

な
い

｡

生

糸
･

絹
製
品
が

輸
入

割
当

品

目
に

な
っ

た
の

は

最
近
の

こ

と

で

あ

る
｡

第
二

は

関

税
政

策
で

あ

る
｡

輸
入

制

限

を

は

ず
さ

れ

た

輸
入

品

も

関
税
を

付

課
さ

れ

る

が
､

工

業
品

関
税
率

も
一

九

六

〇

年
代

半

ば

以

降
急

速
に

引

下

げ

ら
れ

て

き

た
｡

こ

れ

に

は
一

九
六

七

-
七

一

年
に

わ

た
っ

て

欧

米
先

進
国
と

の

間
で

互

恵
的
に

実

施
さ

れ

た

ケ

ネ

デ
ィ

ラ

ウ

ン

ド

の

関

税
引
下

げ

(

平

均
三

五

パ

ー

セ

ン

ト
)

や
一

九

七

二

年
一

方

的
に

実

施
さ

れ

た

工

鉱

業
品

関

税
一

律
二

〇

パ

ー

セ

ン

ト

引

下

げ
が

主
な

も
の

で

あ

る
｡

こ

の

結

果
日

本
の

関

税
水

準
は

原
料
品

､

半
製
品

､

完

成

品
の

平
均
税
率
が

そ

れ

ぞ

れ

四
･

二
､

五
･

一

､

八
･

六
パ

ー

セ

ン

ト

と
ほ

ぼ

他
の

先

進
国

な

み

に

な
っ

た
｡

も
っ

と

も

日

本
の

関

税
構

造
の

中
で

労
働
集
約
的

消
費
財
が

割

高
の

輸

入

関

税
を

課
さ

れ

て

い

た

こ

と

は

事
実
で

あ

る
｡

工

業
品

関
税
の

一

律
引

下

げ
の

後
で

も
､

他
の

商
品
の

関
税

率
が

平

均
四

-
八
パ

ー

セ

ン

ト

な
の

に

対

し

て
､

加

工

食
料
晶

､

繊
維
品

､

木
製
品

､

皮

革
製
晶
の

関

税
率
は

一

〇

-
二

五

パ

ー

セ

朗
ィ

･⊥

ン

ト

に

な
っ

て

い

る
｡

第
三

は
一

般
特

恵
関

税
に

よ

る

発

展
途
上

国

産
品
の

輸
入

関

税

大

幅

引

下

げ
が

あ

る
｡

こ

れ

は
一

九

七
一

年
八

月
か

ら
実

施
さ

れ

た

も
の

で
､

原

則
と

し

て

発
展

途
上

国
か

ら
の

工

鉱
業
品
輸

入

関

税

は

あ
る
一

定
の

輸
入

枠
内

で

全

廃

な
い

し

半

減
さ

れ

た
｡

一

九

七

三

年
六

月
か

ら
は

一

時

的
に

減

免
税
輸
入

枠
を
は

ず
す

弾
力

化

措

置
が

と

ら
れ

､

こ

の

制
度
の

周

知
徹
底
と

と

も
に

､

特

恵

通
用

輸
入
が

急

増
し

て

き

た
｡

た

だ

こ

こ

で

も

繊
維
品

､

木

製
品

､

皮

革
製
晶
の

多
く
は

国
内

産
業
と

の

競
争
激

化

を

お

そ

れ

て

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

引

下

げ
グ

ル

ー

プ

に

含
め

ら

れ
､

さ

ら
に

生

糸
､

合

板
､

は

き

も
の

等
七

品

目
は

特

恵

適
用

外
と

さ

れ

て

い

る
｡

労

働
集
約

的
工

業
品
の

輸
入

関

税
に

は

な
お

引

下

げ
の

余
地

が

残

さ

れ

て

い

る

が
､

過

去
一

〇

年
間
に

大

幅
に

引

下

げ

ら
れ

た

こ

と

が
､

前
述
の

輸
入

増
大
を

も
た

ら
し

た
一

つ

の

要
因
と

い

っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

為
替
相

場
政

策
に

つ

い

て

は
､

円
の

対

米
ド

ル

相

場
が

一

九
七

一

年
八

月

か

ら
二

年
間
に

三

六
パ

ー

セ

ン

ト

も

切

下

げ

ら
れ

た
､

急
激

な

調

整
の

衝

撃
が

検

討
さ

れ

な
け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

図
2

に

は

過
去
二

〇

年
間
の

円

相

場
の

動
き

を

国
際

収

支
の

推
移
と

対

比

L

.

▲
†
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図 2 為 替相 場と 国 際収 支: 1 9 5 5 - 1 9 7 4

国際収 支 円 の 対米 ドル 相 場
( 10 億米 ド ル) ( 1 ドル あた り 円)
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し

て

い

る
｡

貿
易

収

支

な

ら

び

に

経

常
収
支
に

は
一

九

六

〇

年
代

半
ば

か

ら

恒

常
的
黒

字
傾

向
が

現

わ

れ
､

一

九

七

二

年

ま
で

続
い

た

が
､

円

相

場
の

方

ほ
一

九
七

一

年
八

月
ま

で
一

ド

ル

=

三

六

〇

円
に

釘
付

け

さ

れ

た

後
に

大

幅
な

切

上

げ

が

行

な

わ

れ

た
｡

後
か

ら

考
え

る

に
一

ド

ル

=

三

六

〇
円
レ

ー

ト

が
一

九
六

〇

年
代

後
半

か

ら

円
の

過

小

評
価
に

な
っ

て

い

た

こ

と

は

否

定

し

え

な
い

よ

う

で

あ

る
｡

日

本

国
内

の

労
働
集
約
的

産
業
は

円

安
レ

ー

ト

の

下
で

温

存
さ

れ
､

そ

の

後
の

急

激

な

切

上

げ

調

整
に

よ

っ

て
､

突

然

国

際
競
争
に

さ

ら

さ

れ

た
こ

と
に

な
る

｡

日

本
の

対

外
投

資
政

策
は

為
替
相

場
政

策
と

密

接
に

関

連
し
て

い

る
｡

日

本
政

府

は
一

九

六

九

年
一

〇

月
か

ら
一

九

七

二

年
六

月

ま

で

に

四

次
の

自
由

化

を

行

な
っ

て
､

対

外

直
接

投
資
を

許

可

制

か

ら

原

則

自
由
に

切

り

か

え
た

｡

こ

れ

は

上

述
の

経

常

収

支

黒

字

累
観
を

長

期

資
本

流

出
で

相

殺

し

て
､

円

切

り

上

げ

圧

力
を

弱
め

る

た

め

に

導
入

さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

以

上
の

自

由

化
措

置
に

加

え

て
､

税
制

､

金

融
面
で

の

優
遇

措

置
が

と

ら
れ

､

そ

の

結
果

一

九
七

〇

年
代
に

入

っ

て

対

外
投

資
ブ

ー

ム

を

生

み

だ

し

た
｡

対

外

投

資
認

可

額
は

一

九

六

〇

年
代

半
ば

の

年
一

-
二

億
ド

ル

の

規
模
か

ら
､

一

九

七

〇

-
七

一

年
に

は

九

億
ド

ル

に
､

一

九
七

二

1
七

四

年
に

は

二

三

-
三

五

億
ド

ル

と

急

増
し

て

い

る
｡

対

外

投

資
は

直

接
的
に

は

自
由

化
､

促
進
措

置
に

よ

っ

て

誘
発

さ

れ

た

が
､

そ

れ

は

ま

た
､

よ

り

長

期

的
に

は

国
内
の

労
働
不

足

傾

向
に

直

面
し

て
､

さ

ら
に
一

九

七
一

年
以

降
は

円

切

上

げ
及

び

一

般
特
恵

関
税
実
施
に

対

抗
し
て

､

日

本

企

業
が

国
内

生

産
の

一

部
を

海
外

､

特

に

労
働
コ

ス

ト

の

低
い

発

展
途
上

国
へ

移
す

行

動

畑
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;

と

見

な
す

こ

と

が

で

き

る
. ｡.

ア

ジ

ア

地

域
に

進
出
し

た

日

本

企

業

の

現
地

子
会

社
の

売
上

げ
の

う

ち
日

本
へ

の

逆
輸
出
の

割
合

は

労

働
集

約
的

産

業
ほ

ど

高
い

｡

絨
推

､

木

製
品

､

家

具

で

は

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

程
度
で

あ

り
､

他
の

労
働
集

約
産

業
で

も
一

一

五

-
五

〇

パ

ー

セ

ン

ト

で
､

全

産
業
平

均
を

上

回
っ

て

い

る
｡

他

方
こ

の

よ

う

な

生

産
再

配

置
的
対

外

投
資
は

日

本

国
内
で

の

雇
用

を

部
分

的
に

海

外
で

の

雇
用
で

置

換
す

る

効

果
を

も
つ

｡

こ

れ

を

日

本
の

親
企

業
の

雇
用

数
に

対

す

る

現

地

子

会

社
の

一

展

用

数

の

此

で

測
る

と
､

一

九

七

三

年
に

戚
維
で

二

五

パ

ー

セ

ン

ト
､

電

気
機

械
で

一

三

パ

ー

セ

ン

ト

に

達
し

て

い

る
｡

五

将
来
展
望

一

九

七

三

年
末
か

ら

始
ま
っ

た

深

刻

な

不

況

は
､

こ

れ

ま

で

の

労
働
不

足

化

傾
向
に

ブ

レ

ー

キ

を
か

け

た
｡

そ

れ

は
一

つ

に

は

失

業
の

増

加
に

見

ら
れ

る
｡

不

況
時
に

は

失

業
者
数
は

増

大
す

る

が
､

そ

れ

ま
で

多
い

年
で

も

六

〇

万

人

台
だ

っ

た

も

の

が
､

今
回

の

不

況
で

は
一

九
七

五

年
中

は
一

〇

〇

万

人

水

準
に

な
り

､

今
年

一

月

に

ほ
一

二

四

万
人

に

達
し
て

い

る
｡

失
業
率
で

見
て

も
一

九

六

〇

年
代

を

通
じ

て
一

･

一

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

っ

た

も
の

が
､

叫

九

七

三

年
一

〇

月
の
一

･

一

八
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
上

昇
し

て
､

今

年
一

月
に

は

二

･

｢
ハ

ー

セ

ン

ト

と
一

九

五

〇

年
代

前
半
の

水

準
に

戻

捕

っ

て

い

る
｡

さ

ら
に

生

産

縮
小
に

遅
れ

て

雇

用

削
減
が

行

な

わ

れ

る

七
こ

ろ

か

ら
､

過

剰
雇

用

状
態
に

あ

る

と

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

今

年
一

月

末
の

企

画

庁

調

査
で

は

主

要
一

〇

四

企

業
の

う

ち
五

一

ニ
ー

パ

ー

セ

ン

ト

が

過

剰

雇

用

感
を

訴
え

､

そ

の

三

分
の

二

が

そ

の

解

消
に

(

8
)

ほ
一

年
以

上
を

要
す
る

と

見
込

ん

で

い

る
｡

他

方

長

期

的
に

も
､

日

本

経
済

が

六
パ

ー

セ

ン

ト

台
の

低

成

長

経

路

を

辿
る

と

の

見
方
が

一

般
的
に

な
っ

て

い

る

が
､

そ

の

下

で

は

労
働
力

需
要
が

低

下

し

て
､

一

九

八
五

年
に

は

二

〇

〇
万

人

程

(

9
)

度
の

失
業
者
が

出
る

と

の

悲

観
的
見

通

し

も

発
表
さ

れ

て

い

る
｡

そ

し
て

こ

の

よ

う
な

現

在
の

不

況

と

低
成

長
見

通
し

と

が

企

業

の

雇

用

政

策
に

抑
圧

的
影

響
を

及

ぼ

し
､

従

来

と
は

一

転
し

て
､

雇

用

困

難
の

状

況
を

生

じ

さ

せ

て

い

る

わ

け
で

あ

る
｡

高
度
成

長

期
の

後
半
か

ら

輸

入

品
と

の

競
合
の

激
し
い

分

野
で

生
じ

て

き

た

輸
入

制

限
を

求
め

る

動

き

は
､

現

在
の

雇

用

困

難
の

状

況

下
で

雇

用

維
持

と

い

う

別
の

正

当

化
理

由
を

得
.
て

､

一

段
と

強

化
さ

れ

た

よ

う
に

思

わ

れ

る
｡

輸
入

制

限
の

動
き

の

典
型

は

生

糸
､

絹
製
品
に

見
ら

れ

る
｡

す
で

に

昭

和
四

十
九

年
度
か

ら
国

内

の

養
蚕

農
家
の

保

護
の

た

め

生

糸
の

一

元

輸
入

態

勢
が

と

ら

れ
､
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国

内
生

糸
価

格
が

貴
家
の

生

産
コ

ス

ト

を

割
ら
ぬ

よ

う
に

輸

入

量

を

少

量
に

抑
え

て

き

た
｡

こ

れ

に

対

し

て

生

糸

輸
出

国
の

中

国

及

び

韓
国
で

は
､

生

糸

を

輸
入

規
制
外
の

絹
糸

､

羽
二

重

等
に

加
エ

し

て

輸
出

す
る

よ

う
に

な
っ

た
｡

そ

の

結
果
こ

の

分

野
で

も

輸

入

規
制

を

求
め

る

動
き

が

現

わ

れ

て

き
た

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

他
に

も
､

今

年
に

入
っ

て

韓
国

産

く
つ

下
の

輸
入

急
増

が

あ

り
､

韓
国

(

1 0
)

側
に

輸

出
自
粛
の

要

請
が

で

て

い

る
｡

繊
維

産

業
以

外
に

も

洋
傘

､

ゴ

ム

は

き

も
の

､

.
野
球
用
グ

ラ

ブ
･

､

､

､

ッ

ト

等
で

は

同

様
の

動
き

が

見

ら
れ

る
｡

こ

こ

で

こ

れ

ら

商
品

輸
入

増
加
の

影

響
に

つ

い

て

整
理

し

て

お

こ

う
｡

ま

ず
こ

れ

ら

は

日

本
の

輸
入

額
全

体
か

ら

見
れ

ば

未
だ

小

さ

く
､

国

際
収

支

悪
化
の

原

因
に

な
っ

て

は

い

な
い

｡

問
題
は

む

し

ろ
雇

用

面
に

あ

る
｡

製
造

業
雇

用
全

体

に

占

め
る

こ

れ

ら

労

働

集
約
的

部
門
の

比

重
ほ

一

九

七

三

年
に

お

い

て

四
一

･

四
パ

ー

セ

ン

ト

以

上

を

占
め

､

生

産

額
に

お

け
る

比

重
三

一

･

九
パ

ー

セ

ン

ト

を

上
回
っ

て
､

依
然
大

き

な

雇
用

吸

収

部
門

と
な
っ

て

い

る
｡

し
か

し

こ

れ

ら
の

中
に

は

も
っ

ぱ

ら

国

内

市
場
向
け

生

産

を

行

な

っ

て
､

発
展
途
上

国

産
品
と

直

接

競

合
し

な
い

も
の

も

少

な

く

な

い
｡

現

在
の

雇

用

困

難
は

基

本

的
に

は

日

本
経

済
全

体
の

成

長

鈍

化
に

よ
っ

て

生
じ

た

も
の

で

あ

る

が
､

い

く
つ

か

の

特
定

分

野
に

お

い

て

発
展
途

上

国

産

品
と

の

競
合

が

そ

の

困

難
を

激
化
さ

せ

た

と
い

う

確

度
に

考
え

る
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

し
ば

し

ば

指

摘
写

れ

る

よ

う
に

絨
結
晶

､

陶
磁

器
､

金

属
洋

食

器

等
特

定
地

域
の

主

要
産
業
と

な
っ

て

い

る

も

の

が

少

な

く

な

く
､

当

該
地

域

経

済
へ

は

全

体

的

な
不

況
に

も

増
し
て

深
刻
な

影

響
を

与

え

る

こ

と
に

な
り

や

す
い

｡

さ

ら
に

繊
維
品

等
で

は

国
内

需

給

の

短

期

的
変

動
に

応
じ

て
､

投
機

的

輸
入

が

行
な

わ

れ
､

そ

れ

が

一

時
的

製

品

過

剰
を

作
り

出
し

て
､

国

内

企

業
､

輸
出

国
企

業
の

双

方
を

深

刻
な

減
産
に

追
い

込

む
こ

と
に

な

り

や

す
い

と

い

う

流

通
チ

ャ

ネ

ル

の

不

備
も

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

低

成
長

下
で

の

雇

用

困

難
状

況
の

現

出
は

た

じ

か

に

高
度
成
長

下

に

比
べ

て

輸

入

競
争
産

業
の

構

造

調

整
を

困

難
に

し

て

い

る
｡

し

か

し

輸
入

制
限
が

日

本
に

と
っ

て

賢
明

な

解

決

策
で

な
い

こ

と

は

明

ら
か

で

あ

る
｡

第
一

に

減

速

さ

れ

た

と

は

言

え
､

経

済

成

長

下
で

の

産

業
構

造
高

度
化

は

必

然

的
動
き

で

あ

り
､

労

働
集

約

産

業
の

比

較
劣
位
化

は

進
行
し

続
け

よ

う
｡

中

小

企

業
の

業
種

転

換

事
例
を

調
べ

る

と
､

需
要
パ

タ

ー

ン

の

変
化

や

生

産

技
術

変

化
､

同

業
者

と

の

競

合
の

激
し

さ

な

ど

が

転

換
を

促
し

た

主

要

因
と

し

て

上

げ

ら
れ

て

お

り
､

輸

入

品

と

の

競
合
は

副
次

的

要
因
の

一

つ

(

1 1
)

で

あ

る

に

す
ぎ

な
い

｡

外

国
品

と
の

競
合
の

場
合
の

み

に

特

別
の

脚
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保
護
を

与

え

る

理

由
は

見

出
し

難
い

｡

第
二

に
､

日

本

経

済
の

長
期

戦
略
と

し

て

も

国

際

分

業
を

促
進

す
べ

き

で
､

自
由

貿
易

原

則
を

曲
げ
る

こ

と

は

極
力

避
け
る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

日

本
の

輸
入

制
限
の

動
き

の

悪
影

響
は

生

糸
､

絹
製

品

問
題
で

も

如

実
に

示

さ

れ

て

い

る
｡

ま

た

現

在
進
行

中
の

新

国

際
経
済

秩
序
へ

の

動
き

の

中
で

､

そ

れ

に

逆
行
す
る

よ

う

な

政

策

は

と
る
べ

き

で

は

な
い

｡

結
局

こ

の

間
題
へ

の

最
善
の

解
決
は

き

め
の

細
か

い

構
造

調

整

援
助

に

な
ら

ざ

る

を

え

な
い

で

あ

ろ

う
｡

最
近

で

は

中

小

企

業
事

業
転

換
法

等
の

動
き
が

盛
ん

だ

が
､

そ

れ

も

含
め

て

有
効
な

方

策

(

1 2
)

を

求
め

る

努
力
が

行

な

わ

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

｡

そ

の

中
で

政

府
の

果
し

う
る

役
割
に

つ

い

て

は

種
々

の

議
論
が

あ

る

が
､

そ

の

一

つ

と

し

て
､

前
節
で

述
べ

た

よ

う

な

急

激
な

政

策
転

換
を

慎
ん

で
､

構
造
調

整
に

伴
な

う

衝
撃
を

和
ら
げ

る

こ

と
が

挙

げ

ら
れ

よ

ゝ

つ
○(

1
)

本

稿
ほ

筆
者
の

次
の

論
文
を

書
き

改

め

た

も
の

で

あ
る

が
､

紙

数
制
限
も

あ
っ

て
､

第

四

節
の

分

析
で

は

資
料
を

省
略
し
て

分

析
の

概
略
を

述
べ

る

に

止

め

た
｡

詳
細
に

つ

い

て

は

原

論

文

を

参
照
さ

れ

た

い
｡

Ⅰ

勺
p
O
小

Y
P

m
p
N

p

宅
P

∴

→
r

p

d
e

勺
○
-
-

の

叫

P
ロ
ー

C

訂
ロ
g
O
S

F

+

盲
勺

甲
ロ

､

切

T
r

邑
e

S
t

r

亡
C

才
【

蒜

-
ま
t

F

S

p
e

c
i

巴

打
e

訂
岩
ロ
C

e

t

O

r
P

b

O

エ
ロ
t

e

ロ
∽
i

く
①

E
P
ロ

已
覧
t

弓
望

-
:

り

訂

b
昌
勺

訂

甘
達
内

内
へ

0

至
芸
叫

設
､

H

〆

-
-

(

呂

賀
C

F
.

-

当
山

)
･

(

2
)

発

展
途

上

国
か

ら

の

工

業
品

輸

入

動
向

を

分

析
し

た

も

の

と

し

て

は
､

つ

ぎ
の

研

究
が

あ

る
｡

]

甲

声
L

胃
¥
ヽ
}

竜
Q

ミ
h

尽
さ

旨
苫

写

し

訂
へ

訂
言
切

寸
Q

§

卜
設
h

b
昌
乳
Q

甘
札

〔
Q
小

言
一

三
設

.

2
P
t
i

O

ロ

巴

拙

宅
e

P

亡

○
{

E
c

O
ロ

○

ヨ
i

c

R
e
s

e

宅
C

F
-

-

漂
ゎ

P

ロ

d

芦

只
.

只
-

ヨ
､

勺
芸
已

芸
丸

や

阜
ヽ

莞
言
e
叫

ヾ

局

内
.
尽
Q

ミ
h

阜
∽
や

…
礼

ギ

n

…

賢

旨

ヽ

尽
白

恵

与
Q

喜

h

9
訂

已

乱

』
h

㌻
達

b
昌
已
▲

鳥
丸
一

式
C
Q

ま

邑
ユ

琵
-

R
e

∽

e

P

岩
F

I

n
∽

亡
t

亡
t

e

O
f

A
巴
P

ロ

E
c

O

ロ
O

m
-

e
∽

(

只
0

岩

且
.

-

笥
い

･

(

3
)

こ

の
一

〇
二

部

門

産

業

連
関

表

は
､

注

(

1
)

で

挙

げ
た

原

論

文
の

元

と

な
っ

た

つ

ぎ

の

研

究
で

用
い

た

も
の

で

あ
る

｡

そ

こ

で

は

高

度

成

長

期
に

お

け
る

生

産
､

雇
用

､

貿
易
の

構
造

変

化
を

詳
細

に

分

析

し
て

い

る
｡

Ⅰ

勺

勺
e
小

ぺ
P

m
P
N

p

W
p

p

ロ

d

T
巴
昌
O

T
p
ロ

P
打
p

-

→

…
札
屯

串
一

己

内
諾
b

､

唱
S

芸
～

丸

吉

ヽ

息
聖
中

√

内
岩
虫

岩
S
訂

n

言

邑
ざ

C

O

亡

n
C

i

-

訂
r

A
s

i

a

ロ

呂
P

ロ

p

O

弓
2

r

S
t

已
訂
s

(

C

O
-

ゴ

m
i

t

t

①
e

く
)

､

H
Y

e

c

e
-

ゴ

b
e
【

-

¢

叫

h
.

(

4
)

生

糸

輸

入
の

残
り

は

中

国
か

ら

来

た

が
､

中

国
は

表
2

の

発

展

途
上

国

か

ら

は

除
か

れ

て

い

る
｡

(

5
)

米
国

市

場
に

お

い

て

日

本

品

が

発

展

途

上

国

産

品
に

と
っ

て

代

ら

れ

て

い

る

状

況
は

繚
維

品
に

も
っ

と

も

よ

く

現

わ
れ

て

い

る
｡

一

九

六

九

-
七

四

年

間
に

綿

織
物
と

衣

顆
で

の

日

本

の

シ

ェ

ア

は

二

九
･

四

及
び

二

三
･

〇
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
､

八
･

二

及
び

七
･

八
パ

ー

セ

ン

ト

に

低

下
し

た
｡

こ

れ

ら
の

品

目

で

の

発
展

途
上

国
の

シ

ェ

ア

は

そ

れ
ぞ

れ
三

七
･

七

及
び

四

五

二
ニ

パ

ー

セ

ン

ト

か

ら
五

二

･

五

及

び

六
二

･

〇
パ

ー

セ

ン

ト

に

拡

大

し
て

い

る
｡

亡
･

∽
･

O
e

p

告
t
･

J ∂∂
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m

昌
t

O
{

C
O

m
ヨ
の

岩
e

､

顎
骨
聖
母
か

計

見

向

息
Q

a

§
軋

～

3

尽
Q

ミ

→

言
丸

♪

-

宅
h

.

(

6
)

｢

は

ば
き

か

す

輸
入

衣

料
品
+

､

日

本

経
済

新

聞
昭

和
五

一

年
二

月
二

七
日

号
｡

(

7
)

石

炭
採
掘
や

繊
維

産
業
に

は

構
造

調

整

援

助
が

与

え

ら

れ

た
｡

し
か

し
こ

の

措

置
に

よ

っ

て

構

造

調

整
が

ど
の

程
度
促
進
さ

れ

た

か

ほ

な
お

検

討
を

要
す

る

問
題
で

あ
る

｡

日

本
に

お

け

る

構
造

調

整

援

助

政

策
の

簡

潔
な

展

望

と

し

て

は

つ

ぎ

の

論
文

が

あ

る
｡

∽
亡
e

O

S
O

E

讐
0

芦
一

己
邑
3

.

已

ゝ

母

邑
S

邑
勺
q

訂
計
h

こ
達

ヽ

息
§
.

ゝ

叫

ぎ
ミ

知
Q

e

計

ぎ
ー

P

勺
P

ロ

E
c

O

ロ
○

∋
i

c

R
e
s

e

p

岩
F

C
e

已
e
【

D
i

s

c

亡
S
一

巴
○
ロ

勺
p

勺
e

l

ヨ
〇
･

h
､

-

P
ロ

亡

胃
叫

-

笥
叫

(

8
)

｢

企

業
､

半

数
が

過

剰
雇
用

訴

え
+

､

日
本

経

済
新

聞
､

昭

和
五

一

年
四

月
一

日

号
｡

(

9
)

『

産

業

構
造

審
議

会

報
告
』

昭

和
五

〇

年
七

月
｡

他

方
､

労

働

省
『

労
働
自

書

(

昭

和

五

〇

年
版
)

』

で

は
､

若
高
年
層

切

労

働

力

化
率
の

低

下
や

労

働
時

間
の

短

縮
に

よ

っ

て

労

働
供

給
も

抑
え

ら

れ
､

依
然
需

要
超
過

が

続
く

と

見

て

い

る
｡

(

1 0
)

｢

韓
国

製
く
つ

下

輸
入

急

増
+

､

日

本

経

済
新

聞
昭

和
五

一

年
五

月
五

日

号
｡

(

1 1
)

中
小

企

業
情
報
セ

ン

タ

ー

『

事

業
転
換

事

例

分

析

調

査

報

告

書
』

昭

和
五

〇

年
二

月
｡

一

九
六

五

-
七

四

年
間
の

中

小

規
模
製
造

業
四

〇
二

社
に

業
種
転

換
を

促
し

た

主

要
因
を

訊
ね

た

も
の

で
､

旧

業
種
に

お

け

る

｢

同

業

者

と
の

競

合

の

激

し

さ
+

(

四

九
･

八
パ

ー

セ

ン

ト
)

､

｢

生

産

技
術

変
化
の

早
さ
+

(

二

九
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